
条

例 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
十
八
号 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

 
 

「 

  

目
次
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
「
第
三
節 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

削
除
」
に
、
「
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
第

十
一
節 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
百
三
十
三
条
―
第
二
百
三
十
六
条
）
」
を
「
第

十
一
節 

削
除
」
に
、
「
第
十
五
節 

雑
則
（
第
二
百
五
十
九
条
）
」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
」
を
「
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
中
「
指
導
及
び
訓
練
」
を
「
支
援
を
し
、
又
は
こ
れ
に
併
せ
て
治
療
（
上
肢
、
下
肢
又

は
体
幹
の
機
能
の
障
害
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
中
「
指
導
訓
練
室
」
を
「
発
達
支
援
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
導
訓

練
室
」
を
「
発
達
支
援
室
」
に
、
「
、
訓
練
」
を
「
、
支
援
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
一
条
た
だ
し
書
中
「
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
」
の
下
に
「
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
費
用
基
準
額
」
を

「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を

加
え
る
。 

一 

次
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
費

用
基
準
額 

二 

治
療
を
行
う
場
合 

前
号
に
掲
げ
る
額
の
ほ
か
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
の
う
ち
肢
体

第
十
五
節 

里
親
支 

第
十
六
節 

雑
則
（ 

十
一
節 

削
除
」
に
、
「
第
十
五
節 

雑
則
（
第
二
百
五
十
九
条
）
」
を 

援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
百
五
十
九
条
―
第
二
百
六
十
四
条
） 

第
二
百
六
十
五
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

に
改
め
る
。 

第
三
節 

医
療
型
児
童
発
達
支
援 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
六
十
一
条
） 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
二
条
・
第
六
十
三
条
） 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
四
条
） 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
五
条
―
第
七
十
条
） 



不
自
由
児
通
所
医
療
（
食
事
療
養
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十

三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
事
療
養
を
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
つ
き

健
康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額 

 

第
二
十
四
条
中
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
」
を
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
」

に
改
め
る
。 

 

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
の
支
給
」
を
「
又
は
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
の
支
給
」
に
、
「
の

額
」
を
「
及
び
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
の
額
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
指
定
児
童
発
達
支
援
の
取

扱
方
針
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
前
項
の
評
価
及
び
改
善
の
内
容
を
」
を
「
自
己
評
価
及
び
保
護
者
評
価
並
び
に

前
項
に
規
定
す
る
改
善
の
内
容
を
、
保
護
者
に
示
す
と
と
も
に
、
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七

項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
自
ら
評
価
」
を
「
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
従
業
者
に
よ
る
評

価
を
受
け
た
上
で
、
自
ら
評
価
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
己
評
価
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
保

護
者
」
を
「
通
所
給
付
決
定
保
護
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
護
者
」
と
い
う
。
）
」
に
改

め
、
「
に
よ
る
評
価
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
護
者
評
価
」
と
い
う
。
）
」
を

加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。 

４ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え

た
指
定
児
童
発
達
支
援
（
治
療
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
確
保
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
の
質
の
評
価
及
び
そ
の
改
善
の
適
切
な

実
施
の
観
点
か
ら
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
心
身
の
健
康
等
に
関
す
る

領
域
を
含
む
総
合
的
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
六
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
児
及
び
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
意
思
を
で
き
る
限
り
尊
重
す
る
た

め
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

第
二
十
六
条
の
二 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
ご
と
に
指
定

児
童
発
達
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
前
条
第
四
項
に
規
定
す
る
領
域
と
の
関
連
性
を
明
確
に
し
た
指

定
児
童
発
達
支
援
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
い
う
。
）
を
策
定
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
障
害
児
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
及
び
包
摂
の
推
進
） 

第
二
十
六
条
の
三 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
が
指
定
児
童
発
達
支
援
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
保
育
、
教
育
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と



で
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
児
童
が
共
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
障
害
児
の
地
域

社
会
へ
の
参
加
及
び
包
摂
（
第
二
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）

の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
行
い
、
」
を
「
行
う
と
と
も
に
、
障
害
児
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度

に
応
じ
て
、
そ
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の
利
益
が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
課
題
、
」
の
下
に
「
第
二
十
六
条
第

四
項
に
規
定
す
る
領
域
と
の
関
連
性
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
た
」
を
加
え
、

同
条
第
五
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
の
下
に
「
、
障
害
児
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の
利
益

が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
る
体
制
を
確
保
し
た
上
で
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
通
所
給
付
決
定

保
護
者
」
の
下
に
「
及
び
当
該
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
て
指
定
障
害
児
相
談
支
援
（
法
第

二
十
四
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
相
談
支
援
を
い
う
。
）
を
提
供
す
る
者
」

を
加
え
る
。 

 

第
二
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
児
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
児
及
び
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
意

思
を
で
き
る
限
り
尊
重
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
指
導
、
訓
練
等
」
を
「
支
援
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
五
条
中
「
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
」
の
下
に
「
又
は
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
」

を
加
え
る
。 

 

第
三
十
九
条
中
「
指
導
訓
練
室
」
を
「
発
達
支
援
室
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
二
条
中
「
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
」
の
下
に
「
（
治
療
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。 

 

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
十
八
項
」
を
「
第
五
条
第
十
九
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
六
条
第
一
項
中
「
指
導
訓
練
」
を
「
発
達
支
援
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
導
訓

練
」
を
「
発
達
支
援
」
に
、
「
、
訓
練
」
を
「
、
支
援
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
章
第
三
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

第
三
節 

削
除 

第
六
十
一
条
か
ら
第
七
十
条
ま
で 

削
除 

 

第
七
十
一
条
中
「
必
要
な
訓
練
」
を
「
必
要
な
支
援
」
に
、
「
指
導
及
び
訓
練
」
を
「
支
援
」

に
改
め
る
。 

 

第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
指
導
訓
練
室
」
を
「
発
達
支
援
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指

導
訓
練
室
」
を
「
発
達
支
援
室
」
に
、
「
、
訓
練
」
を
「
、
支
援
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
指
導
訓
練
」
を
「
発
達
支
援
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
導
訓

練
」
を
「
発
達
支
援
」
に
、
「
、
訓
練
」
を
「
、
支
援
」
に
改
め
る
。 



 

第
八
十
条
の
九
中
「
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
」
を
「
（
第
六
項
及
び
第
七
項
を
除

く
。
）
、
第
二
十
六
条
の
二
」
に
、
「
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
」
を
「
か
ら
第
五
十
条
ま
で
」

に
、
「
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
及
び
第
六
十
九
条
の
二
」
を
「
及
び
第
五
十
二
条

か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
二
十
七
条
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
居

宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
六
条
第
四
項
に
規

定
す
る
領
域
と
の
関
連
性
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
た
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
領
域
と
の
関
連
性
を
踏
ま
え
た
」
と
」
を
、
「
省
令
第
四
十
七
条
」

と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
十
八
条
中
「
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
」
を
「
（
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
二

十
六
条
の
三
」
に
、
「
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
」
を
「
か
ら
第
五
十
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
、

第
六
十
九
条
の
二
」
を
削
り
、
「
及
び
第
二
十
七
条
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保

育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
」
を
「
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問

支
援
計
画
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
を
受
け
て
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
当
該
事
業
所
の
訪
問
支
援

員
が
当
該
障
害
児
に
対
し
て
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
訪
問
す
る
施
設
（
以
下
「
訪

問
先
施
設
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
評
価
（
以
下
「
訪
問
先
施
設
評
価
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
」

と
、
同
項
第
五
号
中
「
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
並

び
に
当
該
訪
問
先
施
設
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
自
己
評
価
及
び
保
護
者
評
価
」
と
あ
る
の
は
「
自

己
評
価
、
保
護
者
評
価
及
び
訪
問
先
施
設
評
価
」
と
、
「
保
護
者
に
示
す
」
と
あ
る
の
は
「
保
護

者
及
び
訪
問
先
施
設
に
示
す
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」

と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
六
条
第
四
項
に
規
定

す
る
領
域
と
の
関
連
性
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
た
」
と
あ
る
の
は
「
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
た
」
と
、
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪

問
支
援
計
画
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支

援
計
画
」
と
、
「
担
当
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
担
当
者
及
び
当
該
障
害
児
に
係
る
訪
問
先
施
設
の

担
当
者
等
」
と
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
十
項
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
」
に
改
め
、
「
省
令
第
四
十
七
条
」
と
」
の
下
に
「
、

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
九
十
一
条
第
一
項
中
「
、
第
六
十
五
条
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
六
十
五
条
」
を

削
り
、
「
指
定
児
童
発
達
支
援
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
」
を
「
指
定
児
童
発
達
支
援
」
に

改
め
、
「
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
、

第
六
十
五
条
」
を
削
る
。 

 

第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
」
を
「
指
定
障
害
児
通
所
支



援
事
業
者
」
に
、
「
第
二
百
五
十
九
条
」
を
「
第
二
百
六
十
五
条
」
に
改
め
、
「
、
第
七
十
条
」

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
」
を
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事

業
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
十
四
条
第
一
項
中
「
。
）
」
の
下
に
「
及
び
障
害
児
（
十
五
歳
以
上
の
障
害
児
に
限
る
。
）

が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
つ
つ
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
へ
の
移
行
に
つ
い
て
支
援
す

る
上
で
必
要
な
事
項
を
定
め
た
計
画
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
移
行
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
る
。 

 

第
百
十
一
条
第
一
項
中
「
入
所
支
援
計
画
」
の
下
に
「
及
び
移
行
支
援
計
画
」
を
加
え
、
同
条

中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
が
で
き
る
限
り
良
好
な
家
庭
的
環
境
に
お
い
て

指
定
入
所
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
児
及
び
入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
意
思
を
で
き
る
限
り
尊
重
す
る

た
め
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
百
十
二
条
第
二
項
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、
「
行
い
、
」
を
「
行
う

と
と
も
に
、
障
害
児
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
そ
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善

の
利
益
が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
の
下
に
「
、
障
害
児
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の
利
益
が
優
先

し
て
考
慮
さ
れ
る
体
制
を
確
保
し
た
上
で
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
移
行
支
援
計
画
の
作
成
等
） 

第
百
十
二
条
の
二 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
管
理
者
は
、
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者

に
移
行
支
援
計
画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
移
行
支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方
法
に

よ
り
、
障
害
児
に
つ
い
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
障
害
児
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
つ
つ
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
へ
の
移
行
に
つ
い
て
支
援
す
る
上
で
必
要
な
支
援
内
容
の

検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
支
援
内
容
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、

障
害
児
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
つ
つ
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
へ
の
移
行
に
つ

い
て
支
援
す
る
上
で
必
要
な
取
組
、
当
該
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
記
載
し
た
移
行
支
援
計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
移
行
支
援
計
画
の
作
成
後
、
移
行
支
援
計
画
の
実
施
状
況



の
把
握
（
障
害
児
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
障

害
児
に
つ
い
て
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
、
少
な
く
と
も
六
月
に
一
回
以
上
、
移
行
支
援
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
移
行
支
援
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

５ 

前
条
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
移
行
支
援
計

画
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

６ 

前
条
第
三
項
、
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
並
び
に
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
移
行
支
援
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

第
百
十
三
条
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
児
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
児
及
び
入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
意

思
を
で
き
る
限
り
尊
重
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
百
十
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
指
導
、
訓
練
等
」
を
「
支
援
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
三
十
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
第
二
種
協
定
指

定
医
療
機
関
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
、

新
興
感
染
症
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
同
条
第
八
項
に

規
定
す
る
指
定
感
染
症
又
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
発
生
時
等
の
対
応
を
取
り
決
め
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
協
力
医
療
機
関
が
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
と
の
間
で
、
新
興
感
染
症
の
発
生
時
等

の
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
百
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
入
所
支
援
計
画
」
の
下
に
「
及
び
移
行
支
援
計
画
」
を
加

え
る
。 

 

第
百
四
十
七
条
中
「
以
下
」
を
「
第
二
百
二
十
四
条
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
五
十
条
中
「
指
導
」
の
下
に
「
又
は
支
援
」
を
加
え
る
。 

 

第
百
六
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
及
び
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
六
十
八
条
第
二
項
中
「
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
七
十
八
条
中
「
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
年
齢
、
発
達
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
乳
幼
児
の
事

情
に
応
じ
意
見
聴
取
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
乳
幼
児
の
意
見
又
は
意
向
」
を
加
え

る
。 

 

第
百
八
十
条
中
「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
る
。 



 

第
百
八
十
六
条
中
「
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
年
齢
、
発
達
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
母
子
の
事
情

に
応
じ
意
見
聴
取
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
母
子
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
又
は
意
向
」
を

加
え
る
。 

 

第
百
八
十
九
条
中
「
婦
人
相
談
所
」
を
「
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
、
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
る
。 

 

第
二
百
九
条
中
「
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
年
齢
、
発
達
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
児
童
の
事
情
に

応
じ
意
見
聴
取
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
意
見
又
は
意
向
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
十
二
条
中
「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え

る
。 

 

第
四
章
第
十
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

第
十
節 

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

第
二
百
二
十
七
条
か
ら
第
二
百
三
十
条
ま
で
の
規
定
中
「
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
三
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
百
三
十
一
条 

削
除 

 

第
二
百
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
） 

第
二
百
三
十
二
条 

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
障
害
児
に
対
し
て
行
う
心
理
学
的
及
び

精
神
医
学
的
診
査
は
、
児
童
の
福
祉
に
有
害
な
実
験
に
わ
た
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
四
章
第
十
一
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

第
十
一
節 

削
除 

第
二
百
三
十
三
条
か
ら
第
二
百
三
十
六
条
ま
で 

削
除 

 

第
二
百
四
十
一
条
中
「
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
年
齢
、
発
達
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
児
童
の
事

情
に
応
じ
意
見
聴
取
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
意
見
又
は
意
向
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
四
十
四
条
中
「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加

え
る
。 

 

第
二
百
五
十
一
条
中
「
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
年
齢
、
発
達
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
児
童
の
事

情
に
応
じ
意
見
聴
取
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
意
見
又
は
意
向
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
五
十
四
条
中
「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加

え
る
。 

 

第
二
百
五
十
八
条
第
二
項
中
「
婦
人
相
談
員
」
を
「
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
章
第
十
五
節
中
第
二
百
五
十
九
条
を
第
二
百
六
十
五
条
と
す
る
。 

 

第
四
章
中
第
十
五
節
を
第
十
六
節
と
し
、
第
十
四
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
五
節 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー 



 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
五
十
九
条 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事
務
室
、
相
談
室
等
の
里
親
及
び
里
親
に
養
育

さ
れ
る
児
童
並
び
に
里
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
訪
問
で
き
る
設
備
そ
の
他
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
員
） 

第
二
百
六
十
条 
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
八
条
の

六
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
の
長
の
資
格
等
） 

第
二
百
六
十
一
条 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
の
長
の
資
格
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
八
条
の

七
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
里
親
支
援
） 

第
二
百
六
十
二
条 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
は
、
里
親
制
度
そ
の
他
の
児
童
の
養
育

に
必
要
な
制
度
の
普
及
促
進
、
新
た
に
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
開
拓
、
里
親
、
小

規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
に
従
事
す
る
者
及
び
里
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
へ
の
研
修
の
実
施
、

法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
児
童
の
委
託
の
推
進
、
里
親
、
小
規
模
住
居
型

児
童
養
育
事
業
に
従
事
す
る
者
、
里
親
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
に
従
事
す
る
者
に

養
育
さ
れ
る
児
童
及
び
里
親
に
な
ろ
う
と
す
る
者
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
包
括
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
里
親
に
養
育
さ
れ
る
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、

そ
の
最
善
の
利
益
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
業
務
の
質
の
評
価
等
） 

第
二
百
六
十
三
条 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
自
ら
そ
の
行
う
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規

定
す
る
業
務
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
関
係
機
関
と
の
連
携
） 

第
二
百
六
十
四
条 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
の
長
は
、
県
、
市
町
村
、
児
童
相
談
所
及
び
里
親
に
養

育
さ
れ
る
児
童
の
通
学
す
る
学
校
並
び
に
必
要
に
応
じ
児
童
福
祉
施
設
、
児
童
委
員
等
関
係
機

関
と
密
接
に
連
携
し
て
、
里
親
等
へ
の
支
援
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
九
条
第
一
項
の
改
正

規
定
は
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
百
四
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

か
ら
施
行
す
る
。 

 


